
令和６年度 学校努力点基本方針 

名古屋市立梅森坂小学校 

 

努力点研究主題 

自分らしく学び続ける梅森坂の子ども 

～自分に合ったペースや方法を通して～ 

 

１ はじめに 

  令和３年に中央教育審議会により「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの

可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」が取りまとめられた。その中

では「急激に変化する時代の中で、わが国の学校教育には、一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な

社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、そ

の資質・能力を育成することが求められている。」と示されている。学習指導要領において示された資

質・能力の育成を着実に進めるためにＩＣＴを最大限活用しながら、多様な子供たちを誰一人取り残す

ことなく育成する「個別最適な学び」と、子どもたちの多様な個性を最大限に生かす「協働的な学び」

の一体的な充実が図ることが求められている。（資料１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

また、名古屋市においては、子どもたちが「今後ますます激しく    

なる社会の変化を前向きに受け止め、たくましくしなやかに変化を  

乗り越え、よりよく自らの人生をきり拓いていく」ために子ども中 

心の学びの考えである「ナゴヤ学びのコンパス」を令和５年に示し 

た。（資料２）その中には、重視した学びの姿として以下の３点が挙 

げられている。 

  ○自分に合ったペースや方法で学ぶ 

○多様な人と学び合う 

○夢中で探究する 

 

資料２ ナゴヤ学びのコンパス 



 本校では、個別に学ぶ活動に重点をおいて算数科・社会科・生活科などで、「なるほど」「いい考えだ

ね」と学びを深めることができるようにしてきた。昨年度の実践では、一人ひとりの実態に合わせた

り、見通しをもって学習ぶことができるように工夫したりしてきた。（資料３）しかしながら、昨年度

の実践の振り返りでは、「本校は、職員の入れ替わりが多いので、長期的に継続していけるようにした

い」「今年度取り組まなかった教科でも取り組みたい」など、個別に学ぶ活動を継続・深化させていく

必要性が挙げられた。また、「NAGOYA School Innovation（ナゴヤ・スクール・イノベーション）」に

おいても、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実が推進されている。 

 

 

 

資料３ 本校の実践の様子 

 

このような状況を踏まえ、本年度も個別最適な学習に重点を置いて実践を進めていきたい。特に、自

分に合ったペースや方法について検討し、「自分らしく学び続ける梅森坂の子ども」を育成することが

できるようにしていきたい。 

  なお、タブレット端末の活用については、昨年度

に引き続き「梅森坂小学校 タブレット活用３０

のスキル 段階表」を基に指導していきたい。（資

料４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 梅森坂小学校 タブレット活用３０のスキル 段階表 


